
L215-P004 会場: ポスター会場 時間: 5月 20日

新第三紀泥質岩中の亀裂の透水性の深度依存性：北海道北部幌延地域の例

Depth dependency on fracture permeability in Neogene sedimentary basin at Horonobe,
Hokkaido, Japan
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近年，地下空間を二酸化炭素地中貯留の長期地中貯留サイトや高レベル放射性廃棄物の地層処分等の対象岩盤として
使用することが注目されている．このような地中貯留サイトとしての利用を考える際に評価が必要な岩盤の性能のひと
つに，堆積岩の流体に対するシール能力が挙げられる．堆積岩のシール性を評価する上では，その健岩部の性質以外に，
岩盤中の亀裂や断層破砕帯の水理特性を考慮することが重要である．堆積岩中における亀裂の透水性を考える場合，地中
貯留利用として現実的な深度（数 100mから数 km）では，亀裂表面の形状が変形することにより，亀裂の透水性が健岩
部と同等になることが十分に予想される．このような亀裂の透水性の深度依存性は岩石の力学的性質に関連すると考え
られる．しかしながら，そのような視点で堆積岩，特に泥質岩中における亀裂の透水性を評価した研究例は少ない．そ
こで本報告では，新第三紀泥質岩中の亀裂の透水性の深度（垂直応力）依存性に関して，北海道北部幌延地域の声問層
珪藻質泥岩および稚内層珪質泥岩を対象として実施している実験的研究について紹介する．
幌延地域では日本原子力研究開発機構が，深度 500mから 1,000m程度のボーリング調査をはじめとした，地下の地質

環境特性に関する詳細な調査研究を実施している．この地域の表層付近には，声問層珪藻質泥岩と稚内層珪質泥岩といっ
た泥質岩が分布している．これらの岩石は，非結晶質シリカ相の違い（オパール Aとオパール CT）によって異なる密度
や力学的性質を示す．例えば一軸圧縮強度をみると，声問層珪藻質泥岩は 5MPa程度かそれ以下であるのに対し，稚内
層珪質泥岩は 10MPaから 30MPa程度に達する（例えば，太田ほか (2007)原子力機構, JAEA-Research 2007-044）．これ
らの岩石中における単一亀裂を対象として等方性の応力状態下における透水性を評価するため，地表およびボーリング
コアから採取した直径 40mmの円柱形岩石試料において，試料にプレカットした模擬亀裂を作成し，等方性の応力状態
下での室内透水試験を行った．その結果，声問層珪藻質泥岩では，垂直応力が 1MPa程度（深度 150m相当）において，
不連続面のある試料の透水性が健岩部の（不連続面のない）試料の透水性と同程度になったのに対し，稚内層珪質泥岩
の場合は，80MPa程度（深度 8km相当）で同程度になった．これらの違いは，それぞれの岩石の力学特性の違いを反映
していると考えられる．以上の結果から，本研究での手法を適用し岩石の亀裂に関する水理特性を推定することにより，
地下深部における亀裂について，流体の移動経路としての機能を評価できるものと考えられる．亀裂表面形状の変形と
岩石の力学特性の関連については今後検討を進める予定である．


